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CEng（Chartered Engineer） と
いう資格をご存じでしょうか？「世
界一取得が難しい」とも言われる英
国の技術者資格です。その制度は，
日本の技術士や米国のPEとは少し
異なっているそうです（日米の制度
は諸誌で紹介されて周知と思います
ので省略します）。
CEngの資格は，その登録機関であ

る ECUK（The Engineering Council 
UK）の公認学術団体（以下，団体）
に入会できれば自動的に取得できま
す。それらの団体に入会するには，
①ECUKの認定大学から優秀な成
績（独自基準で評価）で学士を取
得した後に修士（飛び級の修士も
可ですが，博士の有無は評価の対
象外）の学位を取得する。

②数年間 Engineer としての実務経
験を積む。

③ 2名以上（団体による）のCEng
から身元保証を得る。

④UK - SPEC（UK S t a n d a r d 
for Professional Engineering 
Competence）に基づく書類審査
を受ける。

⑤英語での面接試験を受け，面接官
から団体への入会推薦を得る。

という手続きが必要だそうです。
①は「学力試験」の代替と思いま

すが，学部での優秀な成績と修士の
学位が必須なのは特徴の一つでしょ
う。また，英国以外で取得した学位
は，教育課程の同等性を証明するた
めに，シラバスや学位論文の英訳が
必要だそうです。②の実務経験では，
主に「技術や技術者，さらに社会を
リードする能力」が問われるそうで

す。③では，UK-SPEC に基づいた
身元保証人による能力，社会的信
用，さらに品格の評価があるそうで
す。そして，CPD と倫理規定の誓
約書，開発計画書等を含む提出書類
に 1名の身元保証人から確認の署名
を得て申請します。④のUK-SPEC
に基づく「厳密，厳正かつ厳格な書
類審査」に合格すると⑤の面接試験
となります。面接試験では，2名の
面接官（CEng 有資格者で 1名は必
ず英国籍）から 2時間以上かけて申
請内容に関して多角的に繰り返し紳
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に質問される（虚偽は必ず露見
する）そうです。そして，両方の面
接官が UK-SPEC に基づき「CEng
に相応しい」と認めると，彼らの推
薦を受けて団体に入会できます。入
会と同時にECUKに登録され，晴
れてCEng と名乗れます。
こう説明されると，CEng 制度

は「リーダーは一貫教育で育てる」
「紹介が無いと，無人島で 2人きり
でも言葉を交わさない」等の英国人
気質を反映し「世界一取得が難し
い」と言われるのも理解できますし，
「CEng 制度は技術者を対象とした
『紳士認定制度』では？」とも思え
てきます。
さて，今回の橋梁特集は如何でし

たか？　橋梁分野では，建設，維持，
災害対応，移設，補修等にまだ課題
が残されており，官民学で種々の試
みがなされています。また，橋梁模
型コンテスト等を通じて若い方々が
橋梁に興味を持ち，これらの課題に
取り組んで頂ければと思います。
最後に，執筆者をはじめ関係諸氏

に誌面を借りてあらためて御礼申し
上げます。
 （髙津・石戸谷）
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6 月号「建設施工の環境対策特集」予告
・「環境行動計画 2008」について
・道頓堀川水辺整備事業と環境対策
・アールキュービック土壌洗浄システム
・防音対策シミュレータの開発
・ 油分汚染土壌のバイオレメディエーション
─ランドファーミングとファイトレメディエーション─

・ダンボールダクト
・凍結技術を用いた水中部の仮設ドライアップ工法
・過熱水蒸気による油汚染土壌浄化技術
・REACH対応の動き
・脱水ケーキリサイクル装置
・鋼製箱桁内面防錆システムの実橋適用
・航空機を使った環境調査
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